
コ ミュニ ケー シ ョン研 究 の哲 学 的 ア プローチ(H)

一 ヤ スパ ー スの 実 存 的 コ ミュニ ケ ー シ ョンにつ い て 一

米 沢 弘

Philosophical Approach about Communication  (11  ) 

    About Existential Communication by Karl Jaspers

Hiroshi YONEZAWA

The characteristics of communication study by Karl Jaspers are constructed from the 

view point of existential reason (Kommunikation von Vernunft  and Existenz). In this article 

I will analyse the charateristics of communication and dyscommunication by K. Jaspers 

mainly from the existential aspect. I will also introduce a scheme which shows the basic 

thought of language by K. Jaspers.

1.実 存 的 コ ミュニ ケーシ ョンへ の助 走

ヤスパ ースの コ ミュニ ケーシ ョンにつ いて

の考察 を特徴 づ けるもの が,現 存 在の コ ミュ

ニケー ション,意 識一般 のコ ミュニケー シ ョ

ン,精 神 のコ ミュニ ケーシ ョンに加 えて,理

性 と実存 の コ ミュニ ケーシ ョンが考 えられて

い ることは,す で に前稿 に述べ た ごと くよ く

知 られてい る注m.

本 稿 においては,理 性 と実存 のコ ミュニケ

ーシ ョン
,と くに実存的 コ ミュニケー シ ョ≧ .

の立場 か ら,そ の前提 となる他 のコ ミュニケ

ー ションを展望 してみ るこ ととしたい .

ヤ スパ ースは,そ の主著 『哲学』 の第II巻

の 第3章 において主 と して実存的 コ ミュニケ

ーシ ョンの さまざまな特徴 につ いて考察 を行

なってい るので,本 稿 においては,は じめ に

同部分 につ いて考 えてみ るこ ととしよ う.

な お,ヤ スパ ー スの コ ミュニケー シ ョン論

につ いて考 える際 に,ヤ スパ ースの言語論 に

つ いて考 える必要 があるの で,そ れについて

もあわせて考 えてみ ることとす る.

***

実 存 的 コ ミュニケー シ ョンにつ いて考 える

ためには,実 存 的 とな らないコ ミュニケー シ

ョンに対 す る不満 につ いて考 え ることか らは
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じめ よ う.

ヤ スパ ー スの述べ るよ うに,私 はそれぞれ

の(現 存 在の,意 識一般の,精 神 の)コ ミュ

ニケー ションにおいて,或 る特殊 の満足 を経

験 はす るが,ど の場合 で も絶 対的 な満足 を経

験 す ることはない.… …私 は単 に一定の方向

にお いて 単 な る現存 在 として,自 我一般

と して,或 いは理念的 全体 の機能 として,こ

の性格 に約束づ け られた もの として 存 在

していたので あって,私 自身 として存在 して

いたのではなか った.… … あ らゆ る哲学す る

働 きが驚 きとともには じま り,世 界知 が壊疑

とともには じま るよ うに,実 存開明(Exis-

tenzerhellung)は コ ミュニケー シ ョンの不満 の

経験 とともには じまる と考 えられ る.

現 在存(Dasein)と して,さ らに意識 一般

(Bewuβtseinuberhaupt)と して私た ちは ど

んな不満 に直面す るの だろ うか .

経 騒的 な現存 在 と してで さえ,私 は(人 間

は)他 の現存在 との相 互作用 を通 じてのみ存

在す る.現 実 の人 間は,伝 統 や文化 がな くし

ては存在 しない.こ の ことは言語 につ いて考

えてみ ると明 白であ る.ヤ スパ ースの述 べ る

よ うに孤 立 した人間 とい うものは,た だ限界

表象(Grenzvorstellung)と し て存 在す るの

みであ る.だ が この際 にも,入 間 は客観的 な

伝統 に対 して単 に容器(Gef乱 β)以 上 の もの

である.

ま た意PPX般 と して,私 は(人 間は)他 の

意識 とともにあ る.意 識 が対象 な くして あ り

得 ないよ うに,自 己意識 は他 の 自己意識 な し

には存 在 しない.自 己意識 は,自 己の コ ミュ

ニケー ション(Selbstkommunikation)に お い

て,自 己 を自我 として 自己自身 と対立 させ,

しか も普辺妥 当的 なもの を捉 えるために,他

の 自我の うちに 自らを再認 しなければな らな

い.だ が この コ ミュニ ケーシ ョンにおいて も,

私 は任 意 に代 置 され る もの で あ り,媒 介

(Me(hum)で あ るにす ぎず,他 の 自我 にとっ

てのjedermann(誰 で も)で あ り普 辺的 自我

一般で あるにす ぎない
.こ の種 のコ ミュニケ

ー ションにお いて
,私 は普辺的 な自我一般 で

あろ うとす るが,そ れ にとどまらず私 自身 に

なろ うとす る.

こ の種 の不満 に直面 して,私 は(人 間は)

孤 立的 自己存 在(Auf-mir‐allein‐Stehen)

の 可 能性 をめ ぐる内的 闘いに直 面す る .確 か

に私 だけで孤立 しよ うとす るこ とは,私 の う

ちにひそむ根 源的 に真実 な衝動 である.他 者

が彼 自身で あろ うと しないな らば,私 は私 自

身 とな ることがで きない.他 者 が私 と同 じよ

うに出会 う時 に,は じめて コ ミュニケー シ ョ

ン(現 存在 や意識一般 にとどまらない)が お

こるの を感ず る.ま た差 し伸べ た手が ,本 来

的 に捉 え られないで,単 に社交的 に しか捉 え

られ ない場合の一種の喪失感 に似 た 〈しまっ

た〉 とい う感情,現 存在 と しては無関係 なが

ら敵対 的存在 に感 じられる圧迫感,嫌 いな人

間に対 して死後 もつづ くさまざまな感情,そ

れ らは実存 的意識 を暗示す るもので あ り,実

存的 コ ミュニケー ションへの助走 を提示 す る.

II.実 存 的 コ ミュニケニシ ョンの特 徴注121

こ れ らの さま ざまな不満 か らも予想 され る

よ うに,実 存的 コ ミュニケーシ ョンは,そ の

都 度 の唯 一 回性 を持 って な され,他 者 によ

って代置 され得 ない二つの 自己の問 になされ

るもので,歴 史的 に相 互の創造関係 において

成立す るコ ミュニケー シ ョンで ある.

ヤ スパース 自身の説明 をさらに引用 しよ う.

実 存的 コ ミュニケー ションにおいては,私 は

他者 とともに自分 に開顯 され る.こ の開顯 さ

れ ること(Offenbarwerden)は,同 時 に自我

が 自己 と して,は じめて現実 となることで あ

る.さ らに,こ の ことが生れつ きの性質の開

明(Erhellung)で あ るかのよ うに考えられ るな

ば,私 は実存の可能性 を放 棄す ることになる .

実 存 の可能性 はむ しろ,そ の開顯過程 におい

て,自 己を明白に しつつ自己 を創造 す るもの

で あるとされる.
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実存 的 コ ミュニケー シ ョンに よって開顯 さ

れ る過程 は,戦 いが同時 に愛 であ るよ うな独

特 な戦 いであ り,可 能的実存 か ら他 の可能的

実存 を問題 とす る.そ れ故 に自己の実存 のた

めの戦 いと他 の実存 のた めの戦 いが一 つで あ

る実存 のための単独者の戦 い とな る.

この実存的 コ ミュニケー シ ョンには,或 る

種 の ルー ルがある.そ の際 には優越性 や勝利

を欲 して はな らない.こ の戦 いは全 く同一 の

水準 に立 っての みな され る.両 存在 は,知 識

技能,記 憶,疲 労度 な どの技術的 な戦 いの手

段 の差異 にもかかわ らず,一 切の 力 を出 し合

うことによって水準 の同等性 をつ くり出 す も

の とされ る.

そ れ故 に,戦 いは同一 の水準 において行 な

われるので,戦 いその ものの中 にすで に承認

があ り,設 問の うちにす でに肯 定 があ り,ま

た それ故 に,実 存 的 コ ミュニケー シ ョンにお

いて は,激 しい戦 いの中 にこそ,連 帯性 が開

顯 される.

この点で,ヤ スパ ー スの実存 的立場 が,彼

自身の言葉 をか りれば実存理性 の立場 となる

ことが明 らか とな る。

この種 の実存的 コ ミュニケー シ ョンの具体

例 と して,私 た ちは宗 教的伝承 の中で考 え ら

れ る師弟の関係 を考 えてみ るこ とが,そ れを

容 易 にす るだろ うが,そ れは さらに友情,愛

情 の中 にも開顯 され得 るもの であ ることは言

うまで もない.

実 存 的 コ ミュニケー シ ョンに先行 す る条件

は,単 独 者 に対す る愛 で ある.だ が愛 は コ ミ

ュニ ケ ー シ ョ ンを通 じて 開 明 さ れ る源 泉

(Quelle)に と どまる.ま た私 と汝(Ichund

Du)と は,現 存在 において分れ ているが,超

越者 においては一つ であ る.こ の よ うな私 と

汝 の統一 の存 す る所 には,理 解 し難 い も の

(Unbegreiflichen)か ら絶 対 的 に恩惟 不可能

なもの(Undenkbaren)へ の 飛躍 が ある.

実 存 とコ ミュニケ ーシ ョンにつ いての ヤス

パー スの説 明は,さ らに詳細 を極 め るが,上

記 の要 約 によ り考察 の場 を概括 し得 たもの と

して,実 存的 コ ミュニケー シ ョンの限 界状 況

として,〈沈 黙〉 と 〈孤独〉 につ いて追考 して

お隔くことと しよ う.

**.*

一 般 的 に 〈沈黙〉 は無為 で ある
.だ が沈黙

はコ ミュニケー シ ョンの機能 となる特有 な能

動性 を持 つ.沈 黙で きるとい うことは,コ ミ

ュニケー シ ョンの準備 をす る自己存 在の或 る

強 さの表現 で ある場合 があ る.た とえば,社

交的形式 が虚偽 の満足 をつ くり出 し,外 的 な

コ ミュニケー シ ョンの外的 な豊 か さが ,本 来

の コ ミュニケー シ ョンを破壊す る時 に,沈 黙

は実存す ることの可能的 な救 い とな ることが

で きる.も とよ り単独者は,自 己の伝統 とむ

すば れた現存在 として,こ れ まで伝 わ った表

現 を自己の もの とす ることによってのみ 自己

となる.し か し彼 が,こ の表現の世 界 を自己

の もの に しよ うとす るのは,そ うす ることに

よって,そ れ を根源 的 に実現す るためなので

ある.

〈孤独〉 とは,

第1に は,そ れな くして コ ミュニ ケー ショ

ンその もの が存在 しない ところの,コ ミュニ

ケー シ ョンにおいて排 棄す ることので きない

一つの極 である
.

第2に は,空 虚 な自我性(lchheit)の 可 能

性 と して,深 渕 にの ぞ む本 来 的 な無 存 在

(Nichtsein)の 表 象 であ る.し か しこの深 渕

か ら,私 は歴 史的決断 に よって 自分 を救 い出

し,コ ミュニケー シ ョンの現 実 に達 せ しめ よ

うとす る.

そ して第3に は,現 在の,他 者 との コ ミュ

ニケー シ ョンにお ける結合 の欠乏であ るとと

もに,こ の 欠乏が排 棄 され うるか どうかとい

う不確 実 さであ る.

と ころで,孤 独 の現象形態 と しては,

(a)孤 独 とコ ミュニケー シ ョンの両極 の間

にある自己存在 は,開 顯 される過程 において

他 者が私 とと もに彼 自身で ある場合 にか ぎっ
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て自己であ り得 る.他 者 が,彼 の実存的意志

を失 う場合 には,孤 独で あるこ とが強制 され

る場合 があ る.だ がこの よ うな挫折 の限 界状

況の うちで も,依 然 と して 自己はそれ自身で

あるこ とがで きる.そ れは 〈待つ こ と〉 の不

安の 中での新 たな 自己生成で ある.

(b)つ ぎに,ど ん な現存 在の充実の ただ中

にあって も,突 如 と して孤 独 が,可 能的 な無

存在の深渕 として,私 に開 かれ ることがある.

そ れは,ど んなに現存 在 をヴェー ルで か ざっ

てみて も,な お現 われ るところの可能的 な無

存 在の意識 の表現 であ り,無 存在の孤独の深

渕 に対す る驚 きは,コ ミュニ ケー シ ョンへの

あらゆ る衝 動 を目覚 め させ る.

(c)さ らに何 が存 在す るのか,自 分は どこ

に向 って突進 してい るのか とい うことを,本

当の意味 で知 ることがで きない ところの恐 し

い孤独 が存 在す る.そ してその際に得体 の知

れない沈黙 が訪れ る.そ して人間 はこあ沈黙

の うちで,全 くひ と りぼ っちとなる.そ れは

可能的実存 の準 備 ともな り得 るもの だが,こ

のよ うな孤独 について語 ることは不可能 であ

るといってよい.

そ して さらに別の形態 と して,私 とともに

コ ミュニケー シ ョンを結 んだすべ ての人 々が

先立 って死去 して,私 ひと りだけが残 され る

な らば,孤 独 が再 び帰 って くる.だ がこの際

に も人 間の孤独 は,虚 無的 な忘却 とい う実存

の深渕 にの ぞんで,超 越す ることの可能性 を

持 ってい る.そ れ故 に,自 己の うちで充 た さ

れなかった コ ミュニケー シ ョンを止揚す るこ

との で きるものは,超 越 者だ けで あるとい う

こととな る.

な お,念 のため にっけ加 えれば,ヤ スパ ー

ス によれば,超 越 す ることの諸形 式は,世 界

内 において浮遊 さす こと,実 存 に訴 えること,

超 越者への祈願 な どを通 じて なされ るとされ

る.こ れ らの諸形式 を通 じて,あ の全体 の調

和 も存在の暗号(Chiffre)と して明 らかにな

るもの と言 えよ う.

そしてまた,真 理の体系も,自 己となる過

程 を通じては じめて獲得され,超 越する思想

のうちにおいてのみ実現され得るが故に,人

間と人間との真のコミュニケーションの うち

に立たないならば,哲 学体系としていかなる

究極的 に決定的な真理 も存在 しないと結論 さ

れる.

皿 ヤスパースの言語論 につ いて(鵬

ヤスパ ースは 『真理 につ いて』 の第II部,

『認識 の包括 者』 の第5章 において
,〈 言語〉

につ いて詳細 に論 じてい る.ヤ スパー スの言

語論 は,そ の部 分だけが単独 に出版 されて,

言 語 につ いて まとまった著作 として よく読 ま

れるもの だが,言 語 の問題 は,認 識 の問題,

コ ミュニ ケー ションの問題 として重 要 な意味

を持 ってい るので,ヤ スパ ースの言語論全般

につ いて ではな く,コ ミュニケー シ ョンとの

関係 においてのみ,こ の問題 の一部 を考 えて

み ること としよ う.

ヤ スパ ースは,お そ らく人間研究 の どのよ

うな分野 において も,巨 大 な文献 の中で も,

この 〈言語 問題〉 ほ ど種 々様 々な精神 が互 い

にひ しめ き合 っているところはないだろ うと

述 べて いる.

言 語は人間の他の諸作品の中の一作品 で あ

る,と はい って も全般的で あるが故 に,無 類

の性格 を有す る作品で ある.

ま た,人 間の もろもろの産出活動(dieHer-

vorbringungen)を 次 の よ うな順序で整理 して

みる と,

1.あ らゆ る内 なるものは,そ の客観的現

象 を 「表現」(Ausdruck)に お いて保 有

す る.

2.表 現 が単 に人間 に属す るのみでは ない

のに対 して,既 に道具や 日用品の産出一

一 技術 的行為 で も
,魔 術 的行為で も,儀

式的行為 で も 特種 的 に人間的で ある.

3.共 同体 の形 成のため に,も ろ もろの習

俗,社 会 的組織,国 家,法 規 が産 出 され る。
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4.芸 術,文 学,科 学,哲 学 においては,

作 品 は自己 目的 と して創造 され る.

この よ うに整理 して考 えた場合,言 語は同

時 にそれ らすべてで ある.つ ま り言語 は,表

現で あ り,道 具 で あ り,共 同体 の創 設で あ り,

独 立 した作品で ある.

そ して さらに,こ れ らすべ てが,そ のつ ど

言語 と呼 ばれ得 るもので あ るが,し か し言語

その ものは特殊形 態 におけ るこれ らのいず れ

で もない.言 語 は その本質 において,い かな

る特殊性 で もない.む しろ言語 は全人 間的作

品で ある.

人 間のコ ミュニケー シ ョンを考 える場 合 に,

確 かに現在 では言語的 コ ミュニケー シ ョンの

みで な く,non-verbalcommunicat三 〇nも 考 え

なければな らない が,少 な くとも意識的 コ ミ

ュニ ケー ション活動 を考 える際 には,そ れ ら

は言語的 コ ミュニケー シ ョンを補 うもの と考

えるこ とがで きよ う.

ヤ スパ ース によれば,言 語 はただ研究 の客

体 であ るのみで な く,限 界で もある.言 語 は

われわれの思想 か ら分離 され得 ないよ うに,

そ れ自身 を対 象 と して探求 す る際 にも常 に用

い られてお り,ま た遍在 してい る.と い うこ

とは,言 語 とは何で あ るか とい うことは,'言

語 が どの よ うなもの として対 象 となるか とい

うこ と以上 の ことであ る.

ま た,わ れ われの思 惟は伝達 で あるが故に

言語 活動 に結びつ け られてい る.私 は,私 の

理解 を少 な くとも私 自身 に伝達 す るこ とな し

には了解 し得 ない.ま たそれ故 に,言 語 は思

想 を他 人 に伝 えるため に避 け ることがで きな

いばか りで な く,わ れわれは,わ れわれ 自身

に対 して も言語的 にのみ思 想 を伝達す る.

さ らに重要 な指 摘 として,あ らゆる言語 表

現 が根源 的 には隠喩 的(Metapher)で あ ると

い うことと,そ してすべ てのい わゆる本来 的

表現 は,そ の本質 が意識 か ら失 われて しまっ

てい る或 る慣 れ親 しんでい る隠喩 であ るこ と

を忘 却 して いるこ とで ある.

ところで コ ミュニ ケー ションと言語の問題

に関係 して,記 号(Zeichen)と 言葉 の相 違 に

つ いてヤスパース は興味 のあ る対 照表 をかか

げてい るので,そ れ を引用 してお くことと し

よ う.

〈記号は〉

随意的(willkiarlich)

であ り,発 明されてい

て,発 明とともに直 ち

に定義 されている.

一義的である.

その一義性 において

生命を欠いてお り,方

法的に熟達 しうる機能

に役立つ,そ れは一っ

の確立した意味である.

有限的な意義であっ

て,意 識一般 にとって

のみ妥当 し,雰 囲気や

背景なしに存在する.

その定義 において汲

みつ くされており,し

たがって原理 において

は他の等価の記号 によ

って取 り替 えられる.

(批判 の基準 は,最 も

単純 な表現への技術的

適用性(techinishe

Brauchbarkeit)で あ り,

多様性の操作 を最も都

合 よく可能 にす ること

である.

発 明者にとって,彼

が最初 に考えていなか

ったさまざまな可能性

〈言葉 は〉

歴史的に生成したの

であって,使 用におい

て展開 された,無 限定

に豊富な,も ろもろの

意義の担い手である.

多義的である.

ただ記号存在を基準

にしてのみ多義的であ

って,実 際には,動 的

ではあるが二の言葉 に

おいてそのつど結晶す

るところの,意 味,本

質,事 柄,経 験 につい

ての自覚の世界である.

それは固定することな

く意義 を変化させる生

命である,

包 括 者 に よ って 担 わ

れ て い る.

取 り替 え る こ と が で

きず,し た が っ てGe-

mut,Geist,Idee,Esprit,

Elanな どの よ うに,ど

の よ うに し て も翻 訳 す

る こ と が で き な い.

言 葉 の 内 に は,本 来

的 な謎 で あ る と こ ろの

あ る残 余 が残 っ て い る.
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が使用に際 してそれに

よって示される場合 に

も,余 す所 なく明晰で

ある.

言葉の響(Klag)は 重要

要でないわけではない

が,し かし言葉 は響 き

として十分には特徴づ

けられてはお らず,ま

していわんや連想 によ

ってはなおさらのこと

特徴づけられてはいな

い.最 も遠 い言語から

の言 葉 は,或 る気 分

(Stimmung)を 伝 える.

(tabu,totem,mana,

道,atmanな ど)

内在的なもの→

超越 的なもの→

われわれがそれ 存在自身がそ

であるところの れであるとこ

包括者 ろの包括者

1 1

現存在

意識一般 世 界

精 神

実 存 超越者

理 性

r

包括者(dasUmgreifende)の 諸様態の

われわれの内なる紐帯(注4)

(注3)

この 記号 と比較 した言葉 の特性 は,言 語 に

よるコ ミュニ ケー シ ョンの特徴 と可能性 をを

考 えるための興味 の ある比較 と考え られる.

***

広 汎 なヤスパースの コ ミュニケー シ ョン に

つ いての考察の中 か ら,実 存 的コ ミュニケー

シ ョンと 言語 についてのみ を,ヤ スパ ース 自

身の表現 によ り考 えてみた.

短 い要約 で,ヤ スパースのコミュニケー シ ョ

ン論 の特徴 を必ず しも明瞭 にはで きなかった

が,若 干 の問題点の指摘 となった部分 もあっ

た ことだろ う.

付 記

なお,今 回は,主 と してヤスパ ースの実存

的コ ミュニ ケーシ ョンの特徴 にか ぎって考 え

て きたが,す でに前編 にお いて述 べ たよ うに,

ヤ スパース自身,最 後期 の 『真理 について』 に

お いては,実 存 の コ ミュニ ケーシ ョンと理性

の コ ミュニケー シ ョン とを分 けてい る.で は

ヤスパース哲学 において実存 と理性 との関係

は どうなって いるのか,ま たすで に言及 した

超越 との関係 につ いて も,そ れが ど うなって

い るか を述べ なければ な らないが,紙 数の 関

係 もあるので,以 下の一 表を添 記す るこ とに

どめ る.

ヤ スパ ースの包括者概念は,ヤ スパース哲

学 を特徴 づ けるもの だが,主 題 が大 きくな り

す ぎるので,今 回は,そ の説 明は省略す るが

詳細 は(注3)の同 部分 について見 られたい.

(注)

(1)先 行 論 文 とは,「 コ ミュニケ ー シ ョン研 究 の哲 学

的 ア プ ロー チ(1),ヤ スパ ース のKommunikation

概 念 につ いて」『情 報研 究,No.1』1980年12月 刊,

文 教大 学 情 報学 部

(2)今 回 の 実 存 的 コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン に つ い て の 説

明 は,KarlJaspers,``PhilosophieII,Existenz-

erhellung",Berlin,Gottingen,Heidelberg,

1932.p.50-一 一60,

日 本 語 訳 は,草 薙 正 夫,信 太 正 三 訳 『哲 学II,実

存 開 明 』 創 文 社,1964,p.61～72,

(3)言 語 の 問 題 に つ い て は,

KarlJaspers,"VonderWahrlieit"Munchen,

1958,S.395ff.

日本 語 訳 は,小 林 靖 富 訳 『真 理 に つ い て,II』

p.325ff.

(4)包 括 者 の 図 式 に つ い て は,

上 掲 書(注3)のS.47ff.同 訳p・101ff.包 括

者 の 説 明 に つ い て は,同 部 分 の 「包 括 者 の 分 節 化

の 予 備 的 構 想 」 に つ い て み られ た い.

(受 付1981年9月28日)
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